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［背景・ねらい］
チャノホソガはチャの新芽を加害し、被害芽の三角巻葉の混入は荒茶品質を低下させる。

本種による被害を予測するためには、被害程度と荒茶品質の関係を明らかにする必要があ
る。そこで、｢やぶきた｣の二番茶について三角巻葉の混入が荒茶品質に与える影響につい
て検討する。

［成果の内容・特徴］
１．チャノホソガによる三角巻葉が収穫茶葉に混入したとき、その重量割合が全原料茶葉
の２％を越えると、荒茶品質（水色、香気、滋味）が低下する（図１）。

２．水色の低下は黒み、赤みとして表れ、熱湯浸出液の測色値は、三角巻葉混入率が２％
を超えると差が認められ、明るさを表す L値は低下し、緑から赤を表す a値が上昇し、
青から黄を表すｂ値が低下する（表１）。

３．重量割合２％の三角巻葉が混入するときの摘採面１平方メートルあたりの巻葉数は 80

枚に相当する（図２）。また、標準的な百芽重から算出した摘芽 100 芽あたりの三角巻
葉数は４枚である（表２）

［成果の活用面・留意点］
１．チャノホソガの被害許容水準を推定できる。
２．品種「やぶきた」の二番茶露地芽を用いた煎茶における 2004 年、2005 年、2007 年の
成果である。

３．熱湯浸出液の測色値は、審査用白色茶碗に試験茶の熱湯浸出液 200cc を注ぎ、デジタ
ルカメラ（NIKON D-70）を用いて自然光条件下で撮影した RAW データを、同一視
野に撮影したグレーカードをもちいてホワイトバランスをパソコン上で調整したのち
に画像処理ソフトウエア（Adobe社製 Photoshop Cs）を用いて求めた。




